
令和 5年度認知症疾患医療センター第 1回研修会 

『アルツハイマー病とアルツハイマー型認知症の違い』の開催報告 

 

【開催概要】 

(1)日   時  令和 5年 8月 25日（金）18：30～20：00 

(2)開催方法  オンラインにて開催 

(3)講    師  兵庫県立はりま姫路総合医療センター  

認知症疾患医療センター センター長   嶋田 兼一 先生 

(4)参加者数   77関係機関   120名  

              (関係機関の内訳) 

                開業医            5関係機関  6名 

居宅介護支援事業所         15関係機関 24名 

                地域包括支援センター        9関係機関 16名 

                認知症疾患医療センター      3関係機関  3名 

                病院                       30関係機関 53名 

                訪問看護ステーション        6関係機関  7名 

                薬局            4関係機関 4名 

 行政機関          1関係機関 1名 

 歯科医院          2関係機関 4名 

 その他           2関係機関 2名 

(職種の内訳) 

                医師              8名          看護師           37名 

                認知症認定看護師   2名          作業療法士        4名 

                言語聴覚士     1名     理学療法士    2名 

保健師       3名     薬剤師      4名 

公認心理師        0名       臨床心理士     0名 

        主任介護支援専門員 16名       介護支援専門員  14名 

     社会福祉士       5名          精神保健福祉士    9名 

介護福祉士         1名      認知症担当       1名 

その他        6名          事務        7名 

 

(5).本日の講演会についてのご意見、ご感想。 

・アルツハイマーについてここまでの詳細を知らなかったので、大変勉強になりました。治療薬の今

後について注目していこうと思います。 

・新薬について知識を得ることができました。貴重な講義をありがとうございました。 

・アミロイドβとタウの蓄積箇所の違いやそれぞれの診断技術について知ることができました。これ

からさらに研究が進みタウ PETが完成し、それぞれの検査費用が保険適用になる日が待ち遠しいで

す。また教えていただきたいと思います。 

・昨年度、地域包括認知症担当職員連絡会ではり姫認知症疾患センターの相談方法や現状をお聞きし

て、相談する上でとても参加になりました。今後も相談受付の現状や、相談や対応事例をお聞きし

たいです。 

他にも貴重なご意見・ご感想ありがとうございました。今後開催する研修会の参考にさせていただ

きます。 


